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2伊豆の国市 議会だより No.80

総
務
産
業
建
設
委
員
会

上
下
水
道
審
議
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

■
審
議
会
委
員
の
人
数
と
構
成
は
。

　

上
水
道
及
び
下
水
道
の
現
行
条
例
で
は
、

審
議
会
委
員
を
10
人
以
内
と
し
て
い
る
。
本

条
例
で
は
、
委
員
の
専
門
知
識
の
共
有
を
促

進
し
た
く
、
利
用
者
50
％
で
７
人
以
下
、
識

見
を
有
す
る
者
30
％
５
人
以
下
、
公
募
20
％

３
人
以
下
の
15
人
以
内
と
し
て
い
る
。

令
和
８
年
度
伊
豆
の
国
市
一
般
会
計
予
算
に

つ
い
て

■
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
運
行
事
業
に
つ
い
て
、

利
用
料
52
万
円
の
説
明
を
。

　

10
月
か
ら
運
行
を
開
始
予
定
で
、
利
用
料

は
１
回
１
０
０
０
円
、
１
日
４
回
で
、
運
行

日
数
１
３
０
日
か
ら
計
算
し
た
。
利
用
者
は
、

市
に
て
１
枚
５
０
０
円
チ
ケ
ッ
ト
10
枚
つ
づ

り
を
購
入
し
、
そ
の
チ
ケ
ッ
ト
で
支
払
う
こ

と
と
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
と
利
用
者
が
直
接
現

金
の
や
り
取
り
が
な
い
よ
う
に
し
た
た
め
。

■
シ
ス
テ
ム
標
準
化
の
進
捗
状
況
の
説
明
を
。

　

標
準
化
業
務
は
、
20
業
務
で
、
18
業
務
が

終
了
し
て
い
る
。
国
か
ら
の
推
奨
に
日
本
製

の
も
の
が
な
く
海
外
の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
円
安
ド
ル
高

の
影
響
で
経
費
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

■
地
域
観
光
振
興
促
進
業
務
委
託
料
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
作
成
費
の
内
容
説
明
を
。

　

地
域
の
祭
り
な
ど
年
間
を
通
じ
た
四
季

折
々
の
動
画
を
作
成
し
、
ア
ク
セ
ス
量
が
増

え
る
工
夫
と
し
て
、
ロ
ン
グ
動
画
・
シ
ョ
ー

ト
動
画
・
シ
ョ
ー
ト
リ
ー
ル
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
用

コ
ン
テ
ン
ツ
を
揃
え
て
い
く
。

■
ふ
る
さ
と
寄
付
金
で
、
寄
付
額
６
億
円
に

対
す
る
委
託
費
３
千
２
０
０
万
円
の
根
拠
は
。

　

委
託
業
務
は
、
令
和
８
年
か
ら
10
年
を
予

定
。
歳
入
は
実
績
か
ら
の
見
込
み
で
、
委
託

料
は
実
績
に
応
じ
て
寄
付
額
の
６
・
５
％
が

必
要
と
な
り
、
消
費
税
を
含
め
た
金
額
を
支

払
う
。

■
農
業
生
産
資
材
価
格
高
騰
対
策
支
援
金
は
、

農
業
販
売
額
が
１
０
０
万
円
以
上
の
農
業
者

が
対
象
で
あ
る
が
、
確
認
方
法
は
。

　

確
定
申
告
が
基
本
と
な
る
が
、
生
産
組
合

や
農
協
等
か
ら
資
料
提
供
を
受
け
る
予
定
。

４
月
か
ら
調
査
準
備
に
入
り
、
該
当
者
に
申

請
書
や
対
象
経
費
一
覧
を
送
付
す
る
。
９
月

上
旬
ま
で
に
は
支
払
い
を
進
め
た
い
。

■
公
園
維
持
管
理
事
業
に
お
い
て
ラ
ジ
コ
ン

草
刈
機
を
購
入
し
、
自
治
会
等
へ
も
貸
出
を

行
う
説
明
で
あ
る
が
、
詳
細
説
明
を
。

　

道
路
愛
護
や
河
川
管
理
な
ど
草
刈
り
の
委

託
を
し
て
い
る
自
治
会
や
有
志
の
団
体
を
対

象
と
し
て
い
る
。
燃
料
費
は
市
で
負
担
す
る

が
、
機
器
の
運
搬
は
貸
出
先
に
お
願
い
す
る

予
定
。

■
交
通
安
全
対
策（
地
区
内
連
携
）事
業
の
説

明
を
。

　

江
間
地
区
の
迂
回
路
と
し
て
使
用
さ
れ
る

地
区
を
整
備
す
る
計
画
で
、
期
間
は
５
年
間

と
考
え
て
い
る
。
今
回
の
用
地
測
量
は
、
伊

豆
中
央
道
イ
ン
タ
ー
の
す
ぐ
南
側
の
東
西
道

路
と
な
る
。
他
に
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
敷
設
、

交
差
点
の
カ
ラ
ー
舗
装
な
ど
を
行
う
。

令
和
８
年
度
伊
豆
の
国
市
水
道
事
業
会
計
予

算
に
つ
い
て

■
令
和
８
年
度
の
特
徴
的
な
事
業
の
説
明
を
。

　

全
国
的
に
水
不
足
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
中
、

予
備
水
源
と
し
て
い
る
役
場
水
源
の
活
用
を

考
え
て
い
る
。
上
水
道
は
、
配
水
区
域
を
定

め
、
水
を
供
給
し
て
い
る
が
、
水
の
需
要
に

よ
り
調
整
し
て
い
る
。
こ
の
先
を
見
据
え
た

中
で
補
助
水
源
と
し
て
役
場
水
源
を
利
用
し

よ
う
と
す
る
も
の
。

令
和
８
年
度
伊
豆
の
国
市
簡
易
水
道
事
業
会

計
予
算
に
つ
い
て

■
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
見
る
限
り
、
借
金

で
設
備
投
資
を
す
る
危
険
な
状
況
と
み
る
が
。

　

業
績
と
し
て
は
、
厳
し
い
と
判
断
す
る
。

改
善
方
法
に
は
、
使
用
料
金
の
改
定
、
あ

る
い
は
、
費
用
に
掛
け
る
コ
ス
ト
の
ス
リ

ム
化
で
あ
る
が
、
当
事
業
は
令
和
７
年
度

か
ら
供
用
を
開
始
し
た
事
業
で
あ
り
、
１

年
間
の
決
算
が
出
て
い
な
い
状
況
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
経
営
状
況
の
判
断
が
で
き
る

レ
ベ
ル
で
は
な
い
。

令
和
８
年
度
伊
豆
の
国
市
下
水
道
事
業
会
計

予
算
に
つ
い
て

■
他
会
計
負
担
金
の
金
額
が
営
業
収
益
の
３

割
に
な
る
。
一
般
会
計
に
３
割
依
存
す
る
こ

と
は
企
業
会
計
と
し
て
い
か
が
な
も
の
か
。

　

総
務
省
よ
り
、
一
般
会
計
か
ら
下
水
道
会

計
に
繰
入
で
き
る
基
準
内
繰
入
が
示
さ
れ
て

い
る
。
古
奈
の
雨
水
幹
線
整
備
事
業
を
実
施

す
る
が
、
雨
水
の
処
理
に
係
る
費
用
で
あ
り
、

下
水
道
で
は
な
い
こ
と
か
ら
そ
の
費
用
は
一

般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
る
こ
と
に
な
る
。

● 常任委員会報告 ● ３月定例会で２常任委員会に付託された
議案の審査内容の報告です。
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３月定例会で２常任委員会に付託された
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福
祉
文
教
環
境
委
員
会

伊
豆
の
国
市
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

■
対
象
が
生
後
６
カ
月
か
ら
３
歳
未
満
ま
で

だ
が
、
効
果
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

　

他
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
の
機
会
を
早

い
段
階
か
ら
創
出
す
る
こ
と
で
、
そ
の
後
の

集
団
生
活
が
ス
ム
ー
ズ
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
と
捉
え
て
い
る
。

伊
豆
の
国
市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
利
用
者

負
担
額
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

■
利
用
者
負
担
額
は
１
人
１
時
間
当
た
り
３

０
０
円
と
の
こ
と
だ
が
賄
え
る
の
か
。

　

給
付
費
を
差
し
引
い
て
も
２
０
０
０
円
程

度
は
不
足
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
国
が
標
準

と
し
て
示
し
た
３
０
０
円
で
実
施
す
る
こ
と

に
し
た
。

令
和
８
年
度
伊
豆
の
国
市
一
般
会
計
予
算
に

つ
い
て

■
長
岡
地
区
ご
み
収
集
運
搬
委
託
料
が
大
幅

に
増
え
て
い
る
が
そ
の
理
由
は
。

　

全
体
的
に
増
え
て
い
る
要
因
は
近
年
の
物

価
上
昇
に
よ
る
も
の
。
長
岡
が
特
に
増
加
幅

が
大
き
い
の
は
契
約
の
更
新
時
期
で
あ
る
こ

と
と
、
集
積
所
の
数
が
多
い
こ
と
が
要
因
。

■
花
き
緑
化
整
備
委
託
料
が
70
万
ほ
ど
下

が
っ
て
い
る
が
理
由
は
。

　

昨
年
度
は
江
間
地
区
江
間
川
の
桜
の
木
の

伐
採
を
行
っ
た
た
め
、
そ
の
委
託
料
が
あ
っ

た
。
今
年
度
は
そ
れ
が
終
了
し
通
常
の
金
額

に
戻
っ
た
。

■
歳
入
の
伊
豆
長
岡
庁
舎
モ
ニ
タ
ー
設
置
使

用
料
の
説
明
を
。

　

庁
舎
内
の
広
告
の
放
映
料
で
、
長
田
広
告

が
取
り
ま
と
め
た
も
の
が
歳
入
と
な
る
。

■
後
期
高
齢
者
健
診
事
業
の
人
間
ド
ッ
ク
委

託
料
の
減
額
の
理
由
は
。

　

令
和
７
年
度
は
予
算
を
２
５
０
人
で
計
上

し
た
が
、
実
績
が
２
１
０
人
程
度
だ
っ
た
こ

と
か
ら
、
実
績
を
見
て
今
年
度
は
２
１
０
人

分
と
し
た
。

■
小
学
校
水
泳
授
業
外
部
委
託
モ
デ
ル
事
業

の
効
果
は
。

　

先
生
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
が
、

子
ど
も
た
ち
の
満
足
度
は
極
め
て
高
い
数
値

で
あ
っ
た
。
プ
ロ
指

導
者
に
よ
る
学
年
に

応
じ
た
適
切
な
指
導

を
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
と
捉
え
て
い
る
。

■
長
岡
南
小
に
設
置
の
地
下
式
受
水
槽
を
緊

急
防
災
・
減
災
事
業
債
を
使
い
、
地
上
式
に

す
る
理
由
は
。

　

地
下
に
埋
設
す
る
受
水
槽
は
、
維
持
管
理

上
も
衛
生
面
上
も
、
現
行
の
法
令
で
は
既
存

不
適
格
と
な
っ
て
い
る
た
め
。
な
お
地
下
式

受
水
槽
は
残
置
し
防
火
水
槽
と
す
る
。

■
順
天
堂
大
学
医
学
部
附
属
静
岡
病
院
に
委

託
し
て
い
る
病
児
保
育
業
務
委
託
料
の
大
幅

な
減
額
の
理
由
は
な
に
か
。

　

昨
年
は
開
始
の
年
度
で
初
回
に
限
り
事
務

経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
た
。
今
年
度
は
そ
の

分
の
減
額
が
あ
っ
た
た
め
。

■
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
維
持
管
理
事
業

１
５
０
０
万
円
の
予
算
で
ど
の
よ
う
に
利
便

性
が
図
ら
れ
る
の
か
。

　

窓
口
に
来
な
く
て
も
予
約
が
で
き
る
形
で
、

シ
ス
テ
ム
的
に
は
携
帯
電
話
な
ど
で
予
約
が

で
き
る
よ
う
に
し
、
ま
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

も
で
き
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

■
生
活
保
護
運
営
事
業
の
生
活
保
護
Ａ
Ｉ
検

索
シ
ス
テ
ム
は
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ

た
か
。

　

手
帳
、
問
答
集
、
関
係
通
知
集
等
の
書
籍

な
ど
を
ま
と
め
て
見
る
こ
と
が
で
き
非
常
に

使
い
勝
手
が
良
い
検
索
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
。

■
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
物
価
高
騰

対
策
支
援
事
業
の
内
容
は
。

　

対
象
と
な
る
38
カ
所
の
事
業
所
に
対
し
て
、

光
熱
費
の
高
騰
分
の
補
助
を
行
う
。

■
在
宅
高
齢
者
福
祉
推
進
事
業
の
大
幅
な
減

額
の
理
由
は
何
か
。

　

補
聴
器
購
入
助
成
金
の
予
算
の
減
額
が
一

番
大
き
な
要
因
。

■
産
後
ケ
ア
事
業
の
予
算
が
１
０
０
万
円
ほ

ど
増
加
し
て
い
る
要
因
は
。

　

助
産
師
に
よ
る
訪
問
の
需
要
が
大
変
伸
び

て
い
る
こ
と
に
よ
る
増
額
。

令
和
８
年
度
伊
豆
の
国
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て

■
特
定
保
健
指
導
委
託
料
は
、
２
１
２
万
と

大
幅
な
増
額
に
な
っ
て
い
る
が
理
由
は
。

　

特
定
検
診
を
受
け
た
方
へ
の
後
の
保
健
指

導
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
こ
と
か
ら
、
委

託
料
を
増
額
し
て
い
る
。

令
和
８
年
度
伊
豆
の
国
市
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

■
医
療
保
険
料
で
、
年
金
天
引
き
の
特
別
徴

収
保
険
料
が
64
％
で
低
い
と
思
う
が
前
年
度

か
ら
落
ち
て
い
る
の
か
。

　

予
算
の
時
の
率
は
昨
年
と
変
わ
っ
て
い
な

い
。

令
和
８
年
度
伊
豆
の
国
市
介
護
保
険
特
別
会

計
予
算
に
つ
い
て

■
認
知
症
総
合
支
援
事
業
の
チ
ー
ム
オ
レ
ン

ジ
活
動
費
補
助
金
に
つ
い
て
説
明
を
。

　

認
知
症
カ
フ
ェ
事
業
の
運
営
費
補
助
金
の

交
付
要
綱
に
無
い
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
の
活
動

に
つ
い
て
、
既
存
の
要
綱
の
改
正
・
拡
充
を

行
い
活
動
費
補
助
金
と
し
た
。


